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第３回定例会の主な流れ
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
そ
の
執
行
状

況
や
方
針
等
を
、
市
長
お
よ
び
他
の
執
行
機
関

に
対
し
て
質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は15人

の議員が質問

今期定例会では

議

員

市

長

市が行う仕事について
幅広く質問する

市の取り組み状況や
考え方を答える

Ԃެࢁέ࡚ཬכཱݝ
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２次元コードから実際の映像をご確認いただけます。

阿 部 英 光

障
が
い
の
あ
る
人
と

家
族
が
必
要
な
支
援

に
つ
な
が
る
た
め
に

質
問

計
画
相
談
支
援
の
役
割
は
、
生
活
を
継

続
的
に
捉
え
変
化
に
応
じ
必
要
な
支
援
に
つ
な

ぐ
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
あ
る
。
セ※
１
ル
フ
プ
ラ

ン
利
用
者
に
も
継
続
的
な
相
談
支
援
体
制
を
構

築
す
べ
き
だ
が
、
市
の
見
解
は
。

回
答

相
談
支
援
体
制
の
根
本
的
な
見
直
し
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
希
望
者
が
計
画

相
談
を
利
用
で
き
る
体
制
づ
く
り
や
、
委
託
事

業
所
と
の
連
携
に
よ
り
、
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
利
用

者
へ
継
続
的
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
提
供
す

る
体
制
構
築
に
努
め
て
い

く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

車
が
な
く
て
も
市
内
外
へ

安
心
し
て
移
動
で
き
る
公

共
交
通
に
つ
い
て

藤村優佳理
市
民
の
声
を
予
算
と
実

行
に
つ
な
げ
る
市
政
運

営
の
在
り
方
に
つ
い
て

質
問

今
後
の
財
政
運
営
に
お
い
て
、
何
を
大

切
に
し
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
目
指
し
て
い

く
の
か
を
問
う
。

回
答

自
治
体
は
将
来
に
わ
た
り
市
民
生
活
を

支
え
、
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
し
て
提

供
し
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
財
政
の
健

全
性
の
確
保
は
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
基

盤
で
あ
る
。
将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を
残
さ

ぬ
よ
う
、
財
政
規
律
を
堅
持
し
な
が
ら
将
来
に

向
け
た
必
要
な
施
策
に
財
源
を
振
り
分
け
、
部

局
の
垣
根
を
越
え
て
知
恵
と
力
を
結
集
し
、
全

庁
一
丸
と
な
り

「
元
気
で
活
力

あ
る
茅
ヶ
崎
」

を
目
指
し
て
い

く
。

今 井 理 華

市
民
の
市
政
へ
の

参
加
に
つ
い
て

質
問

市
民
参
加
の
推
進
に
お
け
る
課
題
は
。

回
答

参
加
機
会
の
情
報
が
市
民
に
十
分
に
届

い
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
今
後
は
、

テ
ー
マ
に
応
じ
て
対
象
を
定
め
た
情
報
発
信
等

を
行
い
、
市
民
参
加
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

質
問

市
民
か
ら
の
意
見
な
ど
へ
の
対
応
状
況

を
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
つ
け
や
す
く
す
る

た
め
の
改
善
策
は
。

回
答

苦
情
や
意
見
等
を
、
苦
情
対
応
報
告
書

と
し
て
公
表
し
て
い
る
が
、
市
民
が
関
心
の
あ

る
分
野
を
探
し
に
く
い
側

面
が
あ
る
。
今
後
は
、
他

市
の
取
り
組
み
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
市
民
に
と
っ

て
見
や
す
い
表
記
方
法
を

検
討
し
て
い
く
。

質
問

教
員
不
足
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

回
答

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
と
言
わ
れ
る
先
行
き
不

透
明
な
社
会
を
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
に
、
学

校
教
育
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
極
め
て
高
い
。

全
国
的
に
教
員
不
足
や
採
用
試
験
の
倍
率
低
下

と
い
っ
た
危
機
的
な
現
状
を
踏
ま
え
、
安
定
的

な
教
員
の
確
保
や
資
質
の
向
上
は
深
刻
か
つ
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

課
題
に
対
し
て
、
迅
速
か
つ
実
効
性
の
あ
る
多

様
な
人
材
確
保
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

水 本 定 弘

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
時
代
に

求
め
ら
れ
る
教
育
と

人
材
に
つ
い
て

そ
の
他
の
主
な
質

問
事
項

屋
外
の
公
共
施
設

に
お
け
る
暑
さ
対

策
に
つ
い
て

質
問

夏
季
休
業
期
間
と
通
年
の
子
ど
も
の
居

場
所
に
つ
い
て
、
市
の
対
応
は
。

回
答

夏
季
休
業
期
間
中
は
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
や
定
員
に
対
す
る
希
望
者
数
が
上
回
っ
て
い

る
学
区
を
中
心
に
夏
季
臨
時
保
育
を
実
施
し
た
。

通
年
で
は
、
他
学
区
へ
の
送
迎
支
援
な
ど
を
実

施
し
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

質
問

既
存
制
度
を
生
か
し
た
一
体
型
子
ど
も

の
居
場
所
事
業
に
お
け
る
取
り
組
み
は
。

回
答

既
存
の
施
設
や
地
域
内
の
資
源
を
有
効

に
連
携
・
活
用
し
、
国
・
県
の
動
向
や
他
自
治

体
の
先
進
事
例
等
を
参
考
に
し
つ
つ
、
地
域
の

実
情
等
を
鑑
み
、
多
角
的
に
検
討
し
て
い
く
。

滝 口 友 美

子
ど
も
の

居
場
所
に
つ
い
て

そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

「
耳
で
聴
く
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
の
導
入
に
つ
い
て

質
問

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
生
活
用
水
な
ど

の
関
連
工
事
が
施
工
で
き
る
市
内
事
業
者
と
の

連
携
に
つ
い
て
問
う
。

回
答

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
生
活
用
水
の
確

保
は
、
避
難
者
、
特
に
高
齢
者
や
要
配
慮
者
の

生
活
環
境
を
維
持
し
、
災
害
関
連
死
を
防
止
す

る
上
で
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
施

設
整
備
に
当
た
り
、
災
害
時
に
迅
速
な
施
工
や

復
旧
に
対
応
で
き
る
、市
内
事
業
者
の
技
術
力
や

菊 池 雅 介

災
害
時
に
お
け
る

避
難
環
境
の
向
上

に
つ
い
て

担
い
手
を
確
保
す
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

今
後
も
、
市
内
事
業

者
と
の
連
携
を
図
り
、

地
域
防
災
力
の
向
上

と
市
民
の
安
全
・
安

心
の
確
保
に
努
め
る
。

質
問

令
和
９
年
秋
頃
開
設
予
定
の
（
仮
称
）

フ
ラ
ッ
ト
パ
ー
ク
と
文
化
会
館
に
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
の
整
備
を
行
い
、
振
興
拠
点
一
帯
と
し
て

総
合
的
な
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
つ
い
て
問
う
。

回
答

同
パ
ー
ク
の
設
置
に
伴
い
、
総
合
体
育

館
や
市
民
文
化
会
館
へ
の
若
者
世
代
の
来
館
増

加
が
想
定
さ
れ
る
。
各
施
設
の
利
用
者
の
声
を

聞
き
、
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
‒
Ｆ
ｉ
設
置
の
検
討
を
進

め
て
い
く
。

質
問

同
パ
ー
ク
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
と

安
全
確
保
に
つ
い
て
問
う
。

質
問

Ｃ
地
区
公
園
整
備
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
周
辺
エ
リ
ア
と
の
連
携
は
。

回
答

令
和
８
年
度
中
に
公
園
基
本
計
画
を
取

り
ま
と
め
、
民
間
活
力
を
活
用
す
る
場
合
は
、

令
和
10
年
度
中
の
公
募
を
目
指
す
。
サ
ザ
ン
ビ

ー
チ
や
漁
港
な
ど
の
周
辺
施
設
と
連
携
し
、
人

の
動
線
や
景
観
に
調
和
し
た
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
と
と
も
に
、
各
地
区
の
機
能
を
有
機
的
に

結
び
付
け
、
海
岸
エ
リ
ア
全
体
の
魅
力
や
回
遊

性
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

質
問

市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
茅
ヶ
崎
を
次
世
代
に
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
の

市
長
の
覚
悟
と
施
策
展
開
へ
の
決
意
は
。

回
答

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
自
分
ら
し

く
活
躍
で
き
る
元
気
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
で
あ

り
続
け
る
茅
ヶ
崎
を
実
現
す
る
た
め
、
私
自
身

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
必
要
な
予
算

を
し
っ
か
り
と
計
上
し
て
い
く
。

質
問

学
校
現
場
の
構
造
的
課
題
や
要
因
把
握

と
、
今
後
の
改
革
に
つ
い
て
問
う
。

回
答

現
場
の
閉
塞
感
な
ど
学
校
内
外
か
ら
の

回
答

防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
を
予
定
し
て
お
り
、
関

係
課
や
各
施
設
の
指
定
管

理
者
と
連
携
し
、
管
理
体

制
を
整
え
て
い
く
。

高
齢
単
身
世
帯
の

増
加
を
見
据
え
た

終
活
支
援
と
本
人

の
尊
厳
を
守
る
取

り
組
み
に
つ
い
て

懸
念
は
、
深
く
受
け
止
め
て

い
る
。
教
職
員
が
委
縮
せ
ず

新
た
な
教
育
に
挑
戦
で
き
る

よ
う
、
教
育
環
境
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
む
。

岡 崎 　 進

子
ど
も
の
安
全
・

安
心
に
つ
い
て

質
問

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
一
方
で
保※
２
留
児
童

が
存
在
し
、保
育
士
不
足
を
理
由
に
受
け
入
れ
抑

制
が
発
生
し
て
い
る
現
状
認
識
と
対
策
を
問
う
。

回
答

施
設
整
備
に
よ
る
受
け
皿
確
保
お
よ
び

保
育
士
確
保
の
両
輪
で
対
策
を
進
め
て
い
る
が
、

特
に
保
育
士
確
保
に
注
力
し
、
保
留
児
童
の
さ

ら
な
る
減
少
に
つ
な
げ
て
い
く
。

質
問

保
育
士
の
市
外
流
出
防
止
に
向
け
た
独

自
の
給
与
改
善
や
、
保
育
園
負
担
の
軽
減
に
向

け
た
経
済
的
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

回
答

人
件
費
の
負
担
の
大
き
さ
は
把
握
し
て

い
る
。
既
存
補
助
金
の
活
用
を
促
し
つ
つ
、
他

市
動
向
等
を
踏
ま

え
て
補
助
内
容
等

の
見
直
し
を
進
め

る
。

山 口 順 平

茅
ヶ
崎
海
岸
グ
ラ
ン

ド
プ
ラ
ン
Ｃ
地
区
の

公
園
整
備
に
つ
い
て

柾木太 郎

令
和
９
年
度
予
算

編
成
と
教
員
確
保

対
策
に
つ
い
て

長谷川由美

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
へ
心
地
よ
い

環
境
を

※１　セルフプラン…障害福祉サービスや障害児支援を利用する際、専門の相談支援専門員に頼らず、本人や家族等で作成するサービス等利用計画や障害児支援利用計画
※２　保留児童…保育所等の利用申込をしたにも関わらず、定員超過等の理由で利用ができなかった児童

安心の居場所

未来へ希望を持てるまちへ

井戸水を活用した
水洗式マンホールトイレ

茅ヶ崎海岸グランドプラン
C 地区周辺の様子

あれもこれも大忙し！
文化スポーツの

新拠点に

全ての人に
ケアマネジメントが必要

市で実施する保育士
確保の取り組みよく聴き合う間柄に

授業⾵景
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金 田 俊 信

茅
ヶ
崎
市
地
域

公
共
交
通
計
画
に

つ
い
て

杉本啓 子
新
し
く
な
っ
た

避
難
所
開
設
・
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

質
問

令
和
８
年
８
月
に
新
し
い
避
難
所
開

設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
公
開
さ
れ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
使
い
や
す
く
変
わ
っ
た
の
か
。

回
答

冊
子
を
持
ち
歩
か
ず
に
活
動
シ
ー
ト
の

み
で
作
業
が
で
き
る
よ
う
、
活
動
場
面
や
対
策

ご
と
に
１
枚
の
シ
ー
ト
に
ま
と
め
、
写
真
や
イ

ラ
ス
ト
を
多
く
取
り
入
れ
、
避
難
所
の
運
営
・

開
設
が
初
め
て
の
人
で
も
分
か
る
よ
う
工
夫
し

て
作
成
し
た
。
ま
た
、
災
害
初
動
時
の
対
応
を

重
視
し
、
施
設
の
安
全
確
認
や
ト
イ
レ
の
使
用

禁
止
措
置
お
よ
び
土
足
禁
止
な
ど
、
避
難
所
開

質
問

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
と
製
品

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の

周
知
方
法
を
問
う
。

回
答

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
と
製
品

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
違
い
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

記
載
し
た
周
知
用
の
チ
ラ
シ
を
、
令
和
８
年
12

月
頃
に
市
内
全
戸
に
配
布
す
る
。
ま
た
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
案
内
と
と
も
に
、
環
境

藤 本 恵 祐
令
和
８
年
熊
本
地
震
を

踏
ま
え
た
本
市
の
震
災

対
策
に
つ
い
て

質
問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
役
割
と
将
来
像

に
つ
い
て
問
う
。

回
答

路
線
バ
ス
の
利
用
が
不
便
な
地
域
の
移

動
を
支
え
る
役
割
を
維
持
し
、
市
民
の
主
な
移

動
ニ
ー
ズ
で
あ
る
茅
ケ
崎
駅
へ
の
運
行
頻
度
の

改
善
な
ど
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の
強
化
を
図
る

た
め
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

質
問

実
現
し
て
い
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

計
画
路
線
に
係
る
今
後
の
位
置
づ
け
を
問
う
。

清野 匡 志
ご
み
減
量
化
と
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

小
・
中
学
校
に
お
け
る
児

童
・
生
徒
の
安
全
確
保
に

つ
い
て

特
別
自
治
市
制
度
の
法
制

化
に
つ
い
て

設
時
に
、
最
優
先

で
取
り
組
む
べ
き

重
要
事
項
を
冒
頭

に
分
か
り
や
す
く

示
し
た
。

回
答

当
初
計
画
に
お

い
て
、
当
時
の
地
域
特

性
や
移
動
需
要
な
ど
を

踏
ま
え
て
決
定
し
た
も

の
で
あ
り
、
現
時
点
で

運
行
を
目
指
し
て
い
る

も
の
で
は
な
い
。

質
問

北
部
で
増
え
る
農
地
等
の
資
材
置
き
場

等
へ
の
転
換
事
例
の
実
態
と
対
応
を
問
う
。

回
答

市
街
化
調
整
区
域
３
１
２
カ
所
に
対
し
、

約
半
数
が
資
材
置
き
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
現
地
調
査
で
確
認
し
、
危
険
が
想
定

さ
れ
る
箇
所
は
所
有
者
等
へ
個
別
指
導
等
を
行

い
、是
正
等
の
成
果
が
出
て
い
る
。
ま
た
、通
学

路
等
の
交
通
安
全
上
の
リ
ス
ク
は
、調
査
結
果
に

情
報
を
反
映
し
た
上
で
、
関
係
部
局
と
共
有
を

木 山 耕 治

資
材
置
き
場
等
へ
の

土
地
利
用
転
換
に

つ
い
て

図
り
指
導
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問

事
項

自
転
車
の
交
通
安
全

対
策
に
つ
い
て

市
内
経
済
対
策
に
つ

い
て

指
導
員
会
議
や
自

治
会
の
環
境
学
習

会
を
活
用
し
て
説

明
を
行
う
な
ど
、

令
和
９
年
４
月
に

開
始
す
る
分
別
収

集
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
く
。

茅ヶ崎の未来について話そう

令和８年７月22日(水)に広報広
聴委員会委員７名と赤羽根中学校
の生徒会本部役員３名でオンライ
ン意見交換会を開催しました。

意見交換会では、「茅ヶ崎がこん
なまちになったらいいな」といっ
た真っ直ぐな思いや学校生活に関
することなど、等身大の中学生の言葉を聴くことができました。

質
問

大
規
模
震
災
発
生
時
に
お
け
る
在
宅
避

難
者
の
把
握
・
支
援
策
強
化
に
つ
い
て
問
う
。

回
答

在
宅
避
難
者
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
自

主
防
災
組
織
に
よ
る
安
否
確
認
や
個
別
訪
問
、

ロ
ー
ラ
ー
調
査
等
の
方
法
が
想
定
さ
れ
る
。
県

が
主
導
で
避
難
状
況
や
支
援
ニ
ー
ズ
の
把
握
を

効
率
化
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
を
進
め
て
お
り
、

令
和
８
年
度
は
、
本
市
も
そ
の
実
証
実
験
に
参

加
し
、
被
災
地
で
生
じ
て
い
る
課
題
等
を
検
証

に
取
り
入
れ
て
い
く
。

オンライン意見交換会を開催

点字版と録音版の「議会だより」の発行
目の不自由な方にも、議会の活動を知っていただくため、点字版と録音版（茅ヶ崎録音

奉仕会のご協力で作成）の「議会だより」を発行しています。
利用を希望される方は議会事務局までお問い合わせください。

「ちがさき市議会だより」は、紙面の都合で発言の一部を掲載しています。
詳しくは会議録をご覧ください。
〇令和８年第３回定例会の本会議・委員会の状況については、市ホームページで録画映像

をご覧いただけます。
〇令和８年第３回定例会の会議録は、11月下旬から市ホームページ、市立図書館、市役

所の市政情報コーナーなどでご覧いただけます。

ձͷٞࢢ 4N4

市議会の公式会議の
情報や議長の動向、委
員会等の視察の様子な
どを配信しています。

市議会の取り組みや
議会報告などを動画で
配信しています。

ぜひチャンネル登録
をお願いします。

議案審査等を行った
会議の会議録を公開し
ています。会議名や日
付、発言内容などで検
索もできます。

ձٞ࿥

ձٞө૾
過去１年間の議案審

査等を行った会議の映
像を公開しています。
当日の映像をぜひご覧
ください。

市民の足、守り育てる

誰にでも分かりやすい周知を

不法投棄を見逃さないまちへ

在宅避難者用の飲料水

避難所運営マニュアル

令和８（2026）年10月31日号　No.2383 ちがさき市議会だより



地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
家
屋
お
よ
び
償

却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
免
税
点
を
改
め

る
と
と
も
に
、
個
人
の
市
民
税
に
係
る
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適
用
期
限
を
延
長
す

る
等
の
た
め
の
も
の
で
す
。

問

暗
号
資
産
の
税
率
変
更
に
つ
い
て
の
詳
細

は
。

答

こ
れ
ま
で
暗
号
資
産
の
売
買
に
よ
る
利
益

は
総
合
課
税
の
雑
所
得
と
し
て
扱
わ
れ
、
所
得

税
と
住
民
税
等
を
合
わ
せ
て
最
大
約
55
％
の
税

負
担
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
今
回
の
法
改

議
案
の
概
要

主
な
質
疑

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
事
業
費
（
９
８
６
万

６
０
０
０
円
増
。
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
種
苗
費
、

農
具
費
、
農
薬
衛
生
費
、
諸
材
料
費
等
の
価
格

の
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
農
業
を
営
む
者

に
向
け
た
支
援
を
行
う
こ
と
に
伴
い
、
負
担
金

補
助
お
よ
び
交
付
金
を
増
額
す
る
も
の
）

問

補
助
内
容
は
。

答

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
、
種
苗
費
や
農
具

費
、
農
薬
衛
生
費
、
諸
材
料
費
を
支
援
す
る
も

の
で
あ
る
。

問

対
象
者
お
よ
び
申
請
方
法
は
。

答

個
人
・
法
人
問
わ
ず
申
請
可
能
で
あ
る
。

Ｊ
Ａ
に
よ
る
回
覧
や
生
産
者
向
け
配
信
メ
ー
ル
、

補
助
金
等
の
申
請
者
等
に
対
す
る
通
知
に
よ
り
、

令
和
８
年
12
月
末
ま
で
の
支
給
を
目
指
し
事
業

を
進
め
て
い
く
。

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

高
度
救
命
処
置
用
資
機
材
の
取
得
を
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

問

高
度
救
命
処
置
用
資
機
材
は
救
急
車
何
台

分
か
。

答

２
台
分
で
あ
る
。

問

資
機
材
は
自
治
体
ご
と
の
消
防
の
規
模
や

病
院
と
の
連
動
性
に
よ
り
異
な
る
が
、
見
積
も

り
が
適
正
か
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
確
認
し
た

の
か
。

答

本
市
と
契
約
実
績
の
あ
る
事
業
者
の
見
積

も
り
に
加
え
、
製
造
メ
ー
カ
ー
の
資
料
等
に
よ

る
価
格
比
較
、
他
自
治
体
の
結
果
も
分
析
し
な

が
ら
算
定
し
た
。

問

機
器
の
メ
ー
カ
ー
選
定
や
１
社
へ
の
発
注

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
や
信
頼
性
、
発

注
の
効
率
性
な
ど
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
考

え
方
で
行
っ
た
の
か
。

答

高
い
専
門
性
を
持
つ
医
療
機
器
で
、
一
般

救急車に高度救
命処置用資機材
議案第113号　動産の取得
について

委員会では
全会一致

議
案
の
概
要

主
な
質
疑

２次元コードから実際の映像等をご確認いただけます。

農具や肥料等の
高騰に農業支援
議案第102号　令和８年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算

（第４号）所管部分

委員会では
全会一致

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
事
業
費
（
３
１
３
０

万
円
増
。
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
商
店
街
の
活
性

化
等
を
図
る
た
め
、
商
店
会
等
が
実
施
す
る
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
に
対
す
る
支
援
お
よ
び

地
域
経
済
を
支
え
る
物
流
機
能
の
維
持
を
図
る

た
め
、
中
小
貨
物
運
送
事
業
者
に
対
す
る
支
援

を
行
う
こ
と
に
伴
い
、
負
担
金
補
助
お
よ
び
交

付
金
を
増
額
す
る
も
の
）

問

商
品
券
事
業
の
補
助
率
お
よ
び
上
限
は
。

答

補
助
率
は
10
分
の
10
と
し
、
１
団
体
で
実

施
す
る
場
合
は
２
３
０
万
円
、
複
数
団
体
が
合

同
で
実
施
す
る
場
合
は
２
２
０
０
万
円
を
補
助

上
限
額
と
す
る
。

問

運
送
事
業
者
へ
の
支
援
内
容
は
。

答

支
援
金
額
は
一
般
貨
物
・
特
定
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
者
に
対
し
、
１
事
業
者
当
た
り
20

万
円
、貨
物
軽
自
動
車
運
送
事
業
者
に
対
し
１
事

業
者
当
た
り
２
万
円
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

問

事
業
者
等
へ
の
周
知
方
法
は
。

答

商
店
会
等
へ
の
支
援
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
や
商
店
会
へ
の
メ
ー
ル
配
信
等
で
周

知
し
、
運
送
事
業
者
へ
の
支
援
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
や
関
係
団
体
を
通
じ
て
周
知
を

行
う
こ
と
で
、
制
度
内
容
や
申
請
方
法
等
を
確

実
に
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

商品券と
物流支援を拡充
議案第102号　令和８年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算

（第４号）所管部分

委員会では
全会一致

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

暗号資産の税制
見直しなど市税
条例を改正
議案第107号　茅ヶ崎市市
税条例の一部を改正する条
例

委員会では
賛成多数

の
流
通
品
と

は
異
な
る
た

め
、
複
数
の

客
観
的
な
情

報
を
確
認
し

た
上
で
価
格

の
妥
当
性
等

を
検
証
し
た
。

正
に
よ
り
、
暗
号
資

産
を
株
式
等
と
同
じ

税
率
の
約
20
％
と
す

る
こ
と
で
、
投
資
し

や
す
い
環
境
を
整
備

し
、
安
定
的
な
資
産

形
成
を
支
援
す
る
も

の
で
あ
る
。

問

優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の
た
め
の
譲
渡
か

ら
除
外
さ
れ
る
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
区
域
に
つ

い
て
、
市
内
の
該
当
箇
所
は
。

答

市
内
で
は
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
が
56

カ
所
該
当
す
る
が
、
大
半
は
市
街
化
調
整
区
域

か
つ
傾
斜
地
で
あ
り
、
造
成
等
の
可
能
性
は
低

い
区
域
と
考
え
て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会

令
和
８
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
議
案
７
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

藤
村
優
佳
理

副
委
員
長

滝
口

友
美

金
田

俊
信

岸　
　
正
明

水
島

誠
司

柾
木

太
郎

都
市
経
済
常
任
委
員
会

令
和
８
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
議
案
øù
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

水
本

定
弘

副
委
員
長

花
田　
　
慎

杉
本

啓
子

藤
本

恵
祐

菊
池

雅
介

加
藤

大
嗣

第３回定例会に提
出された各案件につ
いて、採決の前に各
会派などが態度を表
明し、その理由を述
べました。

討　論
こんな理由で

OR賛成 反対

͕͖ͪࣗ͞ຽΫϥϒ
賛
成

道の駅開業や小・中学校等の体育館空調整
備、中学校給食の全校開始等事業計画どおり
の実施を評価する。また、市税収入の増加や
斎場の残骨灰売却、ペットボトルのボトル
ｔｏボトル等による有価物の売却等を新たな
増収源とする地域経済の活性化への取り組み
を評価する。「攻めの行政運営」として定住
人口やまちの魅力向上などの成果を評価する
一方、自治体情報システムの標準化移行に係
る費用に関して国への継続的な財政支援の要
望を強く求める。

˞̏

認定第１号　令和７年度茅ヶ崎市
一般会計歳入歳出決算の認定について

ެ໌͕͖ͪ͞
賛
成

令和７年度は、茅ヶ崎市実施計画2025
の集大成の年として持続可能なまちづくり
を推進する予算執行が進められた。市税収
入は、前年度比で7.6%増加したが、今後
も厳しい財政状況が見込まれ国・県補助金
の的確な活用等による安定性の確保が大切
である。障がい者支援では、セルフプラン
の支援体制が強化されたが、事業所等の慢
性的な不足により「望まないセルフプラ
ン」という状況も起きている。事業者への
バックアップや相談支援センター等を活用
した丁寧な相談や助言の強化を望む。

認定第１号～認定第７号

ឺɾ৽੓ɾ৽͍͠෩
賛
成

実質収支が約61億円の黒字となり、予算はおおむね適
正に執行されたと判断する。市債発行額は高水準であり、
将来世代に過度な負担を残さない運用と新たな自主財源の
確保を求める。また、経常収支比率は98.4％に上昇し、
財政の弾力性が失われつつある。子ども・子育て支援では
待機児童ゼロを達成したが、保留児童307人を含めた受入
れ体制の検証と改善を求める。病院事業では重点目標の２
年連続達成等成果につなげている点を評価するが、令和９
年度の黒字化に向けたさらなる経営改善を求める。茅ヶ崎
市実施計画2030においては、市民生活への効果や公平性
等を踏まえ、真に必要な事業を生かすよう要望する。

認定第１号～認定第７号

※３　自治体情報システムの標準化…地方自治体が個別に構築・運用してきた基幹業務システムを、国が定める統一の標準仕様（標準準拠システム）
へと移行し、デジタル庁が整備する「ガバメントクラウド」上で共通利用する取り組み

認定第１号　令和７年度茅ヶ崎市一般会計歳入歳出決算の認定について

認定第７号　令和７年度茅ヶ崎市病院事業会計決算の認定について
〜

救急車に積載される高度救命処置用資機材

資材高騰の影響を受ける農家を支援

令和８（2026）年10月31日号　No.238 ちがさき市議会だより 4



温
水
プ
ー
ル
管
理
運
営
経
費
（
６
５
７
万
円
増
。

屋
内
温
水
プ
ー
ル
に
お
け
る
外
壁
お
よ
び
歩
道

タ
イ
ル
修
繕
、
機
械
室
動
力
盤
内
イ
ン
バ
ー
タ

ー
交
換
お
よ
び
更
衣
室
プ
ー
ル
出
口
防
火
シ
ャ

ッ
タ
ー
危
害
防
止
装
置
の
修
繕
を
行
う
こ
と
に

伴
い
、
修
繕
料
を
増
額
す
る
も
の
）

問

修
繕
に
要
す
る
期
間
は
。

答

西
側
の
外
壁
と
歩
道
タ
イ
ル
の
修
繕
に
つ

い
て
は
約
１
カ
月
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
と
防
火
シ

ャ
ッ
タ
ー
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、
各
１
日
程
度

を
予
定
し
て
い
る
。

問

利
用
者
に
対
す
る
配
慮
や
告
知
は
。

答

西
側
の
外
壁
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
か
ら

建
物
に
入
る
動
線
を
確
保
し
、
利
用
者
が
安
全

に
通
行
で
き
る
よ
う
駐
車
場
等
に
表
示
を
行
い

配
慮
す
る
。
ま
た
、
工
事
に
つ
い
て
市
ホ
ー
ム

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

事
業
費
（
１
９
０
万
６
０
０
０
円
増
。
国
庫
補

助
金
を
活
用
し
、
認
知
症
あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
の

改
訂
お
よ
び
チ※
４
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
地
域
活
動

へ
の
定
着
を
目
的
と
し
た
研
修
会
等
を
実
施
す

る
こ
と
に
伴
い
、
報
償
費
、
消
耗
品
費
、
通
信

運
搬
費
、
委
託
料
を
増
額
す
る
も
の
）

問

認
知
症
あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
に
お
け
る
改
訂

の
内
容
は
。

答

認
知
症
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
、
認
知
症
あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
の
認
知
度
が
低

く
、
活
用
も
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
よ
り
多
く
の
方
が
ガ
イ
ド
を

活
用
で
き
る
よ
う
、
見
や
す
く
、
手
に
取
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
構
成
と
内
容
に
改
定
す
る
。

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

母
子
家
庭
父
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付

金
等
事
業
費
（
８
１
５
万
４
０
０
０
円
増
。
母

子
家
庭
父
子
家
庭
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

等
の
支
給
に
つ
い
て
、
当
初
の
想
定
を
上
回
る

申
請
者
の
増
加
に
伴
い
、
扶
助
費
を
増
額
す
る

も
の
）

問

利
用
者
の
対
象
資
格
の
内
訳
は
。

答

令
和
８
年
度
は
、
看
護
師
５
名
、
保
育
士

２
名
、
介
護
士
１
名
、
そ
の
他
４
名
で
あ
る
。

問

受
講
終
了
後
の
就
業
実
績
や
経
済
的
自
立

な
ど
の
状
況
は
。

答

令
和
７
年
度
は
、
17
名
の
う
ち
、
４
名
に

つ
い
て
は
正
社
員
や
契
約
社
員
等
の
雇
用
形
態

が
変
わ
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
給
料
が
昇
給
し
た

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
資
格
の
取
得
を
目
指

し
て
養
成
機
関
で
修
業
し
、
就
労
に
有
利
な
条

件
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
ひ
と
り
親
家
庭

の
自
立
を
促
進
し
、
安
定
的
な
生
活
基
盤
に
つ

な
が
る
成
果
を
生
み
出
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

問

補
正
額
の
算
出
根
拠
は
。

答

現
時
点
で
の
事
前
相
談
５
件
と
令
和
５
年

か
ら
令
和
７
年
ま
で
の
過
去
３
年
間
に
お
け
る

下
半
期
の
平
均
受
講
開
始
件
数
の
４
件
を
合
算

し
、
９
件
の
新
規
受
講
を
見
込
ん
で
い
る
。

母子家庭父子家庭高
等職業訓練促進給付
金等の予算額を増額
議案第103号　令和８年度茅ヶ
崎市一般会計補正予算（第５号）
所管部分

委員会では
全会一致

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

認知症あんしん
ガイドを改訂
議案第103号　令和８年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算

（第５号）所管部分

委員会では
全会一致

介
護
保
険
運
営
基
金
積
立
金
（
５
億
１
５
０
８

万
９
０
０
０
円
増
。
保
険
給
付
等
の
財
源
と
し

て
収
入
し
た
介
護
保
険
料
の
う
ち
、
保
険
給
付

等
へ
の
充
当
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
等
に
つ

い
て
介
護
保
険
運
営
基
金
に
積
み
立
て
る
た
め
、

積
立
金
を
増
額
す
る
も
の
）

問

積
立
額
が
令
和
６
年
度
分
に
比
べ
て
５
０

０
０
万
円
増
額
し
た
理
由
は
。

答

主
な
要
因
と
し
て
、
国
庫
支
出
金
の
う
ち

調
整
交
付
金
が
約
６
０
０
０
万
円
増
額
と
な
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
増
額
は
、
交
付

率
が
３
・
８
６
％
か
ら
４
・
１
６
％
へ
上
昇
し

た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
、
増
収
分
を
保
険
給
付

費
へ
充
当
し
た
結
果
、
余
剰
と
な
っ
た
介
護
保

険
料
を
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

委
員
会
の
活
動

本
委
員
会
で
は
、政
策
討
議
の
テ
ー
マ
を「
支

え
合
い
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
～
誰
ひ
と
り

取
り
残
さ
な
い
地
域
社
会
の
構
築
～
」と
し
て
、７

月
２
日
に
ま
つ
な
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い
へ
、同
月
３
日

に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
、つ
る
み
ね

西
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
行
政
視
察
を
行

い
ま
し
た
。引
き
続
き
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

介護保険運営基
金積立金を増額
議案第106号　令和８年度
茅ヶ崎市介護保険事業特別
会計補正予算（第１号）

委員会では
全会一致

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

屋内温水プール
の外壁等を修繕
議案第102号　令和８年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算

（第４号）所管部分

委員会では
全会一致

ペ
ー
ジ
等
で

周
知
す
る
ほ

か
、
イ
ン
バ

ー
タ
ー
と
防

火
シ
ャ
ッ
タ

ー
の
修
繕
に

つ
い
て
は
、

休
館
日
に
行

う
予
定
で
あ

る
。

問

研
修
会
の
実
施
予
定
回
数
は
。

答

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
を
対
象
と
し
て
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
等
を
目

的
に
、
１
回
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

文
化
教
育
常
任
委
員
会

令
和
８
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
議
案
４
件
と
陳
情
２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

木
山

耕
治

副
委
員
長

金
子　
　
遥

山
口

順
平

吉
川
ひ
か
り

山
﨑

広
子

長
谷
川
由
美

伊
藤

素
明

環
境
厚
生
常
任
委
員
会

令
和
８
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
議
案
４
件
と
陳
情
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

阿
部

英
光

副
委
員
長

岡
崎　
　
進

今
井

理
華

早
川

仁
美

清
野

匡
志

新
倉

真
二

ձ೿ʹ
ଐ͞ͳ͍ٞһ賛

成

限られた市の財源をどこ
に配分するか、市債をどう
コントロールするかなどに
ついて、市民への説明責任
をしっかりと果たしながら
市政運営を進めることを求
める。 （杉本啓子議員）

認定第１号
令和７年度茅ヶ崎市
一般会計歳入歳出決算
の認定について

日ຊ࢈ڞౘ
ձٞһஂ反ٞࢢϲ࡚כ
対

本改正は納税者である市
民の負担を軽減するものだ
が、特定暗号資産の取引に
は社会的に適切な規制を図
るべきであり、取引で得た
利益を分離課税として税率
を３％と極端に低くするこ
とは容認できない。

議案第107号　
茅ヶ崎市市税条例の
一部を改正する条例

ຽͷ੠͕͖ͪ͞ࢢ
賛
成

令和７年度は「攻めの行政運営」を進め
る中、必要な事業を支える財源確保にも取
り組んだ。国・県補助金の活用や交付税措
置のある市債の活用など将来負担にも配慮
しつつ財源確保に努めてきたことを評価す
る。財源の確保は、市民の暮らしや茅ヶ崎
の未来につなげていくための土台作りとも
言える。今後も財政規律を守りながら、必
要なところにしっかりと投資し、市民がこ
れからの茅ヶ崎に希望を持てる市政運営に
つなげていくことを要望する。

認定第１号　令和７年度茅ヶ崎市
一般会計歳入歳出決算の認定について

※４　チームオレンジ…認知症サポーターが中心となって認知症の人や家族を地域で支える取り組み

ະདྷ૑ੜɾভ෩Ϋϥϒ
賛
成

認定第１号　
令和７年度茅ヶ崎市
一般会計歳入歳出決算
の認定について

物価高騰等の状況下で、
国・県の補助金を活用し公
約を達成するとともに、義
務的経費等を堅実に運用し
た点を評価する。令和９年
度予算編成は、投資的要因
の変化等を踏まえ柔軟かつ
慎重な対応を求める。

Ϋϥϒݑཱ͖͕ͪ͞
賛
成

認定第１号～認定第７号

物価高騰等による厳しい
財政運営の中、保育園等既
存施設の活用や受け入れ拡
充、自然災害対策に伴う河
川の拡幅など茅ヶ崎市実施
計画2025に関する事業の
積極的な推進を評価する。
今後も市民の多様な需要を
的確に捉え、持続可能な財
政運営を求める。

認知症あんしんガイド（改訂前）

修繕予定の屋内温水プール外観

認知症あんしんガイド（改訂前）
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ٞҊ൪号 ݅　　໊

ܾٞ݁Ռ

絆
・
新
政
・

新
し
い
風

ち
が
さ
き

自
民
ク
ラ
ブ

公
明

ち
が
さ
き

市
民
の
声

ち
が
さ
き

ち
が
さ
き

立
憲
ク
ラ
ブ

未
来
創
生
・

湘
風
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

茅
ヶ
崎
市
議

会
議
員
団

会
派
に

属
さ
な
い

議
員

長
谷
川
由
美

岸　
　
正
明

加
藤

大
嗣

新
倉

真
二

木
山

耕
治

岡
崎　
　
進

水
本

定
弘

水
島

誠
司

金
子　
　
遥

菊
池

雅
介

阿
部

英
光

滝
口

友
美

山
﨑

広
子

花
田　
　
慎

藤
村
優
佳
理

清
野

匡
志

山
口

順
平

吉
川
ひ
か
り

早
川

仁
美

柾
木

太
郎

伊
藤

素
明

金
田

俊
信

今
井

理
華

杉
本

啓
子

藤
本

恵
祐

ຊձٞ
৹ٞ日

ٞҊୈ102号 令和８年౓כϲ࡚ࢢҰൠձิܭਖ਼༧ࢉ（ୈ̐号） �月1日 Մܾ ○

議
長
の
た
め
表
決
に
加
わ
ら
ず

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ٞҊୈ103号 令和８年౓כϲ࡚ࢢҰൠձิܭਖ਼༧ࢉ（ୈ̑号） �月ú÷日 Մܾ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

ٞҊୈ10�号 令和８年౓כϲ࡚ࠃࢢຽ݈߁อۀࣄݥಛผձิܭਖ਼༧ࢉ（ୈ̍号） �月ú÷日 Մܾ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ٞҊୈ10�号 令和８年౓כϲ࡚ऀྸߴظޙࢢҩྍۀࣄಛผձิܭਖ਼༧ࢉ（ୈ̍号） �月ú÷日 Մܾ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ٞҊୈ106号 令和８年౓כϲ࡚ࢢհޢอۀࣄݥಛผձิܭਖ਼༧ࢉ（ୈ̍号） �月ú÷日 Մܾ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ٞҊୈ10�号 ੫৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫࢢࢢϲ࡚כ �月ú÷日 Մܾ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

ٞҊୈ108号 ิ֐ࡂͷެ຿ࢣࡎༀߍͼֶٴՊҩࣃߍҩɺֶߍͷֶߍͼதֶٴߍখֶཱࢢϲ࡚כ
ঈʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫ �月ú÷日 Մܾ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ٞҊୈ10�号 ೝՄ஍ԑஂମҹؑ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫࢢϲ࡚כ �月ú÷日 Մܾ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ٞҊୈ110号 ४ΛఆΊΔ৚ྫͷҰ෦ΛվجͼӡӦʹؔ͢Δٴ౳ͷઃඋۀࣄՈఉతอҭࢢϲ࡚כ
ਖ਼͢Δ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫ �月ú÷日 Մܾ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ٞҊୈ111号 ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫ؍ܠࢢϲ࡚כ �月ú÷日 Մܾ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ٞҊୈ112号 ঈ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫิ֐ࡂফ๷ஂһ౳ެ຿ࢢϲ࡚כ �月ú÷日 Մܾ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ٞҊୈ113号 ಈ࢈ͷऔಘʹ͍ͭͯ �月1日 Մܾ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ٞҊୈ11�号 令和̓年౓כϲ࡚ڞެࢢԼਫಓۀࣄձܭརӹͷॲ෼ʹ͍ͭͯ �月ú÷日 Մܾ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ٞҊୈ11�号 和ղʹ͍ͭͯ �月1日 Մܾ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ٞҊୈ116号 ͍ͯͭʹࢭಓ࿏ઢͷഇࢢ �月ú÷日 Մܾ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ٞҊୈ11�号ͷ1ʙ� ͍ͯͭʹಓ࿏ઢͷೝఆࢢ �月ú÷日 Մܾ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ٞҊୈ118号 ެฏҕһձҕһͷબ೚ʹ͍ͭͯ �月ùĀ日 ಉҙ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ܽ੮ ◯ ◯ ◯ܽ੮ ◯ ◯ ◯ ◯

ٞձٞҊୈø÷号 ඇ֩ݪࡾଇͷଚॏͱ࣋ݎΛٻΊΔҙݟॻ �月ú÷日 Մܾ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ● ● ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯

ೝఆୈ1号 令和̓年౓כϲ࡚ࢢҰൠձࡀܭೖࡀग़ܾࢉͷೝఆʹ͍ͭͯ �月ú÷日 ೝఆ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

ೝఆୈ2号 令和̓年౓כϲ࡚ࠃࢢຽ݈߁อۀࣄݥಛผձࡀܭೖࡀग़ܾࢉͷೝఆʹ͍ͭͯ �月ú÷日 ೝఆ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

ೝఆୈ3号 令和̓年౓כϲ࡚ऀྸߴظޙࢢҩྍۀࣄಛผձࡀܭೖࡀग़ܾࢉͷೝఆʹ͍ͭͯ �月ú÷日 ೝఆ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

ೝఆୈ�号 令和̓年౓כϲ࡚ࢢհޢอۀࣄݥಛผձࡀܭೖࡀग़ܾࢉͷೝఆʹ͍ͭͯ �月ú÷日 ೝఆ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯

ೝఆୈ�号 令和̓年౓כϲ࡚ڞެࢢ༻஍ઌߦऔಘۀࣄಛผձࡀܭೖࡀग़ܾࢉͷೝఆʹ͍ͭͯ �月ú÷日 ೝఆ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ೝఆୈ6号 令和̓年౓כϲ࡚ڞެࢢԼਫಓۀࣄձࢉܾܭͷೝఆʹ͍ͭͯ �月ú÷日 ೝఆ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ೝఆୈ�号 令和̓年౓כϲ࡚ࢢපӃۀࣄձࢉܾܭͷೝఆʹ͍ͭͯ �月ú÷日 ೝఆ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

ਓݖ༴ޢҕһͷީิऀͷਪનʹ͍ͭͯ �月3日 ҟٞ
ͳ͠ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

	1
ˎҹͷ͋Δ৔߹͸ɺҊ͕݅͋Δ৔߹ʹߦΘΕ·͢ɻ
	2
Ұൠ࣭໰࣮ࢪਓ਺ٴͼ௥ՃҊ݅ͷ༗ແʹΑͬͯøù月̎日（ਫ）ɺ̏ 日（໦）ɺ̐ 日（ۚ）͓ Αͼøþ日（໦）͸ٳձʹͳΓ·͢ɻ
·ͨɺ˛ҹͷ͋Δ৔߹͸લ日ఔʹ܁Γ্࣮͛ͯ͠ࢪ·͢ɻ

	3
໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ͓ʹہ຿ࣄ༧ఆͷٞձӡӦҕһձͰܾఆ͞Ε·͢ͷͰٞձ࠵͸ɺøø月ù÷日（ۚ）։ࡉৄ
	�
੥ئͱ௠৘ͷୈ̐ճఆྫձͰͷऔΓѻ͍͸ɺøø月ø÷日（Ր）ਖ਼ޕ·Ͱʹఏग़͞Εͨ΋ͷΛର৅ͱ͠·͢ɻ

議案等の議決結果等（令和８年第３回定例会）

議会の動向
７月 15日 鳥取県鳥取市議会議員11名が視察来庁

広報広聴委員会

20日 茅ヶ崎海岸浜降祭に愛知県岡崎市議会副議長、長野県佐久市議会副議長を
招待し、来訪

21日 茨城県牛久市議会議員10名が視察来庁

８月 6日 長野県佐久市議会議員８名が視察来庁

10日 議会運営委員会

24日 議会運営委員会

９月 28日 広報広聴委員会

30日 議会運営委員会

10月 6日 広報広聴委員会

13日 ＩＣＴ活用推進協議会

陳情の審査結果　
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௠৘ୈøû号 ඇ֩ݪࡾଇͷଚॏͱ࣋ݎΛٻΊΔҙݟॻΛࠃʹఏग़͢Δ͜ͱΛٻΊΔ௠৘ॻ ୒࠾ ̋˚ ̋ ̋ ˔ ̋ ˔ ʵ ʵ ʵ

令和８年第４回定例会の日程（予定）

意見書
ҙݟॻΛՄܾ͠·ͨ͠ ඇ֩ݪࡾଇͷଚॏͱ࣋ݎΛٻΊΔҙݟॻ

月 日（༵日） ಺　　　༰

11
27（金） 本会議(＊先議案件趣旨説明〜質疑〜付託／一般質問）／＊先議案件委員会審査

30（月） 本会議（＊先議案件最終審議／一般質問）

12

1（火） 本会議（一般質問）

2（水） ＊本会議（一般質問）

3（木） ＊本会議（一般質問）

4（金） 本会議（＊一般質問／▲各案件趣旨説明〜質疑〜付託／▲＊報告）

7（月） 都市経済常任委員会

8（火） 文化教育常任委員会

9（水） 環境厚生常任委員会／＊議会運営委員会

10（木） 総務常任委員会

17（木） ＊議会運営委員会／＊本会議（追加案件趣旨説明〜質疑〜付託）／＊追加案件委員会審査

18（金） 本会議（各案件最終審議／＊報告に対する質疑）／議会運営委員会

全員協議会の開催状況

月 日（༵日） ಺　　　༰

9 ３（木） 【協議事項】 人権擁護委員の候補者の推薦について

25（金） 【協議事項】 鶴が台小学校プール敷地を利活用した
香川保育園再編整備について

29（火） 【協議事項】 公平委員会委員の選任について

ʓݪଇͱͯ͠ޕલø÷͔࣌Β�
˞ٞ௕ͷಈ޲ʹ͍ͭ
ͯ͸ɺϗʔϜϖʔδ
ɻ͢·͍ͯ͠ࡌܝʹ
ʮכϲ࡚ࢢ　ٞ௕ͷ
ಈ޲ʯͰࡧݕͰ͖·
͢ɻ
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依
存
財
源

自
主
財
源

県支出金
79億 6985万円

議会費
4 億 744 万円

民生費
446 億 3129 万円

衛生費
148 億 5500 万円

労働費
2 億 207 万円

市税
421 億 6555 万円

市債
105 億 4660 万円

各種交付金
および地方譲与税
131 億 5548 万円

国庫支出金
223 億 8463 万円

繰越金
49億 8197万円

諸収入等（※）
71億 864万円繰入金

14億 5429万円
使用料および手数料
16 億 1483 万円

1113億
歳入

8184万円
1057億
歳出

9089万円

総務費（予備費を含む）
117億 1926万円

※各区分を四捨五入しているため、
単純計算で誤差が生じることがあります。

※諸収入等の内訳は、「諸収入、分担金および負
担金、財産収入、寄附金」です。

土木費（災害復旧費を含む）
83 億 2728 万円

消防費
43 億 3740 万円

農林
水産業費
3 億 8691 万円

市が執行した予算が無駄なく効果的に使われ
ているかを市議会がチェックし、決算書の内
容について、議員からの質問と市の答弁を通
じて審査をします。その審査結果を本会議で
報告し、本会議最終日に議会が採決をします。

決算の審査はどのように
おこなわれるの？

令和７年度 決算の概要

教育費
129 億 579 万円

公債費
60 億 4204 万円

商工費
19億
7641万円

一般会計歳出内訳 一般会計歳入内訳

各会計決算の状況

委員 10 名で構成される決算審査
小委員会で前年度の歳入歳出を審査

決算審査 前年度に市が執行した決算に
ついて３日かけて決算審査小
委員会で審査

全議員（議長・監査委員を除
く）を委員とする決算特別委
員会で最終審査・採決

本会議最終日に議会として
決算に対する採決

各分科会で事業を選定・評価

決算事業評価 総務分科会・都市経済分科会・
文化教育分科会・環境厚生分
科会で評価対象事業を選定

各分科会の委員で議論・評価
翌年度予算へ生かされるよう
議会として評価結果を市長へ
提出

総務分科会
評価対象事業① 改善

職員の採用事務
評価理由（概要）

採用手法の成果を継続的に検証し、効
果的な情報発信や採用手法への転換を
図る取り組みの充実を

評価対象事業② 拡充
交通安全教育及び啓発等事業

評価理由（概要）
関心の低い世代への啓発を一層強化し、
警察等との連携による交通安全意識の
さらなる定着を

評価対象事業③ 拡充
茅ヶ崎市斎場の施設再整備等事業

評価理由（概要）
将来の火葬需要を見据え、火葬炉の更
新・増設を最優先に進め、誰もが安心
して利用できる環境の整備を

都市経済分科会
評価対象事業① 拡充

狭あい道路整備事業
評価理由（概要）

安全・安心な通行空間や災害時の避難
経路確保等に資する事業であり、自主
後退促進への粘り強い取り組みを

評価対象事業② 拡充
道の駅整備・管理運営事業

評価理由（概要）
市は運営事業者と連携し、市内事業者
への波及効果向上に向けた取り組みの
充実を

評価対象事業③ 改善
耐震改修促進計画の推進事務

評価理由（概要）
資金面等の事情で改修に踏み切れない
所有者への働きかけ強化に向け、相談・
広報体制の充実を

文化教育分科会
評価対象事業① 改善

ICT 支援員派遣業務
評価理由（概要）

支援員が本来担うべき業務へ注力できる
よう、範囲外の業務に関しマニュアル化を
促進し自立的に解決する仕組みづくりを

評価対象事業② 拡充
クリエイターシティ・チガサキ形成戦略事業

評価理由（概要）
継続的な取り組みには一定の成果があ
った。今後も課題の検証・改善を重ねな
がら取り組むため予算・人員の拡充を

評価対象事業③ 改善
学習支援・こどもの居場所づくり支援事業

評価理由（概要）
事業の必要性が高いが、団体自身の運
営上の課題解決と自立的な運営につな
がるよう連携、周知の取り組みを

環境厚生分科会
評価対象事業① 改善

生活困窮者自立相談支援事業
評価理由（概要）

相談したい人にとって分かりやすい窓
口周知や、制度周知の強化を図り、潜
在的な相談ニーズの掘り起こしを

評価対象事業② 改善
後期高齢者保健事業

評価理由（概要）
介護予防分野との協働に加え、庁内の
既存事業の機会を活用し、幅広い対象
者への働きかけを

評価対象事業③ 改善
戸別収集導入検討に関する事業

評価理由（概要）
課題を丁寧に整理した上で、多角的な検証
や受益者負担など具体的な試算を重ね、
市民の利便性・安全性に十分な考慮を

৹ࠪͷө૾഑৴ࢉܾ

ධՁ݁Ռදۀࣄࢉܾ

۠෼ձܭผ ֹࢉೖܾࡀ ֹࢉग़ܾࡀ ࠩҾֹ
（ࢧऩࣜܗ）

ཌ年౓
ݯࡒӽ܁

ཌ年౓܁ӽֹ
（࣮࣭ऩࢧ）

一般会計 1113 億 8184 万円 1057 億 9089 万円 55 億 9095 万円 7 億 343 万円 48 億 8753 万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 222 億 920 万円 217 億 2270 万円 4 億 8650 万円 0 4 億 8650 万円
後期高齢者医療事業 50 億 3873 万円 49 億 585 万円 1 億 3288 万円 0 1 億 3288 万円

介護保険事業 206 億 6158 万円 200 億 2431 万円 6 億 3727 万円 0 6 億 3727 万円
公共用地先行取得事業 2 億 4855 万円 2 億 4855 万円 0 0 0
公
営
企
業
会
計

公共
下水道事業

収益 57 億 1151 万円 51 億 3047 万円 - - -
資本 22 億 7790 万円 40 億 2720 万円 - - -

病院事業
収益 146 億 2739 万円 149 億 8512 万円 - - -
資本 11 億 7475 万円 17 億 7624 万円 - - -

令和８（2026）年10月31日号　No.2387 ちがさき市議会だより
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令和７年度決算 決算審査における主な質疑
自主防災組織育成事業費

1552万円

地域住民が主体となり、地域の防災力
向上のために組織された「自主防災組
織」の活動を支援するための費用を計
上したもの

事業の概要

市民のスポーツ活動の推進や環境整備、ス
ポーツアンバサダー協定に基づく事業など、市
のスポーツ振興に要する費用を計上したもの

事業の概要

公共下水道施設の長寿命化事業として
ウォーター PPP 導入可能性調査に要
した経費を計上したもの

※６

事業の概要

避難行動要支援者支援事業費

1663 万円（障がい者福祉費）

避難行動要支援者の円滑かつ迅速な避
難の確保を図るため、避難行動要支援
者名簿および個別避難計画の作成・提
供に関する経費を計上したもの

事業の概要

スポーツ振興事業費

1275 万円

スポーツを「する」「みる」「ささえ
る」という本市の方向性について令
和７年度の成果は。

Q

A 本市ゆかりのアスリートの支援動画
作成と、市民として応援していくス
ポーツアンバサダー事業等を行った。

「誰もが参加できるスポーツ」につ
いて令和７年度の取り組みは。Q

A イ
※５

ンクルーシブスポーツについては、
心と身体のスポーツアカデミーの１
つとして、合計10種目で約1000人
が参加するインクルーシブスポーツ
フェスティバルを開催した。

地域生活支援事業費

2 億 7145 万円

障害者総合支援法に定める市町村が実
施する事業等に関する経費を計上した
もの

事業の概要

医
※７

療的ケア児在宅レスパイト事業に
ついて令和７年度における状況は。Q

A 令和７年度の実績としては登録者が
９名、実利用者が５名、利用時間が
合計112時間であった。

本事業の事業者を増やすために、ど
のような対応をしたか。Q

A 事業者を増やすため広く周知したが、
令和７年度は４事業所のままであっ
た。今後も引き続き、さらなる周知
啓発を行っていく。

予防接種健康被害救済事業費

1940 万円

予防接種に起因する健康被害の救済に
要する経費を計上したもの

事業の概要

予防接種に伴う健康被害を防ぐため
の取り組みは。Q

A 市民に向けて副反応に関するお知ら
せや、安心して接種できるよう予防
接種健康被害救済制度や予防接種後
副反応疑い報告制度など、市ホーム
ページで周知している。

接種記録の保管期間は。Q
A ５年間保存している。

長寿命化事業費

2072 万円

防災リーダーを対象とした研修等で
令和７年度工夫した点は。Q

A フォローアップ研修に取り組み、
個々の事情に応じて基礎的な知識の
啓発や、地域活動の理解を図る内容
などさまざまなメニューを設定した。
一例として、災害発生時に地域にお
いてどのような事象が生じるかなど
をイメージし、自主防災組織として
必要となる対応や平素から準備して
おくべきことについて考える研修メ
ニューなども設定する等、工夫を行
った。

ウォーター PPP 導入可能性調査業務
委託について、令和７年度の調査に
おいてリスク対応の具体化はどの程
度進んだか。

Q

A 課題の整理および本市におけるメリ
ット、費用対効果を含めて検討を行
った結果、本市で抱える更新需要の
増加や技術継承の問題などが明らか
となった。ウォーター PPPがそれ
らに対する課題解決に有効な手段で
あると分かったため、令和10年度の
運用開始に向けて、募集要項等を作
成している段階である。

障がい者の個別避難計画について、
作成の進捗状況は。Q

A 令和８年３月時点で、4３0人分の作
成を終えている。

作成を進めるにあたって課題は。Q
A 地域ごとに取り組み状況が異なる点

や、支援者不足により協力者の調整
が難しい点があるが、地域の実情に
応じて取り組んでいただくよう周知
している。また、既に作成を終えた
方の情報の更新や変更が課題である。

※５　インクルーシブスポーツ…障がいの有無、年齢、性別、運動能力などに関わらず、全ての人が分け隔てなく一緒に楽しむことができるスポーツ
※６　ウォ－タ－PPP…下水道等の水分野において、従来別々に委託していた業務の一本化や長期契約により民間のノウハウ・創意工夫の有効な活用を期待できる官民連携手法の一つ（事業名称について令和8年度から「水の官民連携」に変更）
※７　医療的ケア児在宅レスパイト事業…在宅生活の医療的ケア児に対し、本市と委託契約をした訪問看護ステーション、放課後等デイサービス事業者の看護職員等が自宅に出向き、一定時間家族の代わりに医療的ケアを伴う見守りを行うことで、

家族の休息時間の確保や、介護負担の軽減、きょうだい児と過ごす時間の創出等を目的とする事業

（厚生労働省
ホームページ
より抜粋）
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